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	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	平成24年12月 13日（木曜日）　10時 ～ 14時  　 　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	①今月の樹 ｢ヒイラギ｣  ②イヌビワの話　③野外観察

	講師
	岡田純子講師、　大橋正規講師　 

	参加者数
	40名

	内容
（項目と概要）
	①今月の樹「ヒイラギ」　（岡田講師より）
・寒さが厳しくなる今頃に咲く樹木の花は少ないですが、ヒイラギの花は今が見頃です。
白い花の芳香はモクセイに似ていますが、もっとさわやかで、きつくない香りです

　いつでも良い香りがするというのでもなく、時間帯によるとのことです。
②イヌビワの話　（大橋講師より）

・イチジク状の果嚢の中に雄花と雌花が咲いて、受粉はイヌビワコバチが仲介しますが、

果嚢の中のイヌビワコバチの虫えいに天敵（イヌビワオナガコバチ）が侵入して、厳しい

生存競争が繰り広げられるようです。イヌビワとイヌビワコバチ・イヌビワオナガコバチとの
共生関係を理解するのはなかなか難しいですが、イヌビワは大いに興味ある植物です。

③野外観察について

・今月は、昨年の秋に続いて南入口からの軽登山道を歩きました。

管理事務所→南入口軽登山道→仏性ヶ原展望台→関学道→ターザンコーナー→
北入口付近→ハナノキ→みどり橋→管理事務所

・観察ルート上では、シャシャンボ・マルバアオダモ・ヒメユズリハの、いずれも大きく成長

した樹木を観察しました。全体的にはコナラ・アラカシ・アカマツのほかツツジ科の
ネジキ・ナツハゼ・コバノミツバツツジ・モチツツジ・スノキや、ツバキ科のヒサカキが目に
つきました。下部ではウラジロ・コシダが生えていました。また谷筋ではサクラバハンノキ
やアオハダもありました。 
・冬芽ではネジキが少し赤みがかっていたほか、クロバイやマルバアオダモ・ザイフリボク
の冬芽も色づき始めていました。

・また、徳川大坂城の石垣用に九州・佐賀の鍋島藩が切り出した花崗岩の矢穴跡や刻印

　も数か所見学しました。
・休憩時間：岡さんの音頭で、「はじめまして～あなたのことについて聞かせてください～」
　　　　　　 　の遊びをして交流を深めました。

	　まとめ・感想
	寒かったですが、風もなく日差しがあって、屋内よりも屋外の方が過ごしやすい観察日和でした。登り下りの登山道を、落ち葉を踏みしめながら散策しました。

シャシャンボ・マルバアオダモ・ヒメユズリハの大木が印象的でした。


